

























































































aE ~ ~ ~ aE _ ̂ aE 











A= (R-RN)ー(1 -b)E( Y， κA:α)-s 
(1) qRN=bE( Y， κA:α)-s 
ここで， ドット(・)は時間当たりの変化を意味し，また，貿易財表示の実質国
民所得は










































(5) r=γ(q， A; RN，α， s) 
ここで，sの初期値をゼロと置くと，
dr R'N( 1 -bEr) " l¥ dr EA (6 a) ー= くO 一=一一>0dq bEr -v ， dA Er 
dr Iq-b(q-1 ) EyJ 
(6 b) 一一一 く O
dRN bEr 
dr oE/dα or 
( 6 c) 一=一一一一>0 一=一ーく O
Bα Er " v ， ds bEr 
である。なお，これらの符号条件の解釈はほぼ自明であるから省略する。こ
の(5)式を(4)式へ代入すれば




(8) A=B(q，' RN' s) 
が得られる。ここで，関数 B(・)は経常収支を意味し，
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aB 1 -b)RN 
(9 a) 一=----1. 川く O。q b 
aB l-b 
(9 b) 一一=一一一一一 1くOaRN b 
aB 
(9 c) 一=一一く O
as b 
という符号条件が成立する。また容易に確かめられるように，aB/aA 

















































































































( 1 ') RN=bE( Y， κA;α)-s 
(2 ') Y=R 
(3 ') A= Y-E(Y， κA;α) 





























































































































移動する誘因がないのは 8孟 V~-ð の場合に限られる。すると，貿易財部
門から非貿易財部門への資源移動量を記号 zで表せば，以上のことは次のよ
うに定式化できる。
{∞ if V>o 
(1) Z = {O if o ~ V~三 -ô
































(1") qRN+=bE(Y， ηA:α) +o I z I -s 
に変わる。また，このとき，貿易財表示の実質国民所得の定義式は
(2") Y= (R-RN+) +qRN+-O I z I 











aB ~{ a ¥ 
一一=( 1 -Ey) (-1 +q吋)-ErL;:' ) aRN+ - ~ ''i' VI A-Jr¥aRN+J 
日 l ー (1-b) (q-o 
ー -''1 -， - 1 < 0 
また，資源が逆に貿易財部門へ移動するときは
ar ar ( 1 -bEy) (q+o) +bEy] 
望 >0
a(R-RN+) aRN+ bEr 






















r*-r(q， A， RN;α， s) = 0 
B= (q， RN ; s) = 0 
一 (q-1) +r*V= 0 
ここで，パー( )は長期均衡値を表す。ところで，前節において既に
~q =r*~V = O.坐く 0
8α0α ， aα 
2Z=fEXく O.~さく O







(日a) ~ðJ =r*立=_~ð! I~~く O。RN 'dRN dRN' dq 
。IA rdr dq I dr i ， ar
03b) 一一=-[一一一+一一]介ーく O






























































































































































そのため，当初，経済は図 7の点 Qo. および点 Roで表される長期均衡に
(7) BalwinC1988a)， C1988b)は輸入価格における履歴効果を部分均衡の枠組で示している。
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Ql ではなく点 Q'l で成立する。なお， Q'lQ2 曲線は，新しい内外実質金
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